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１．一次検査時の年齢階級別受診割合
（「本格検査（検査2回目）結果概要＜確定版＞」表３関係）

○高校相当世代以下と高校等卒業世代との比較

【先行検査】   平成23・24・25年度実施対象市町村

【本格検査（検査2回目）】 　平成26・27年度実施対象市町村

※　年齢階級は、各年度4月1日時点の年齢。

２．二次検査対象者の割合
（「先行検査結果概要（平成28年度追補版）」・「本格検査（検査2回目）結果概要＜確定版＞」表１関係）

○一次検査結果判定者数に占める二次検査対象者数の割合（一次検査時の年齢階級別）

【先行検査】   平成23・24・25年度実施対象市町村

【本格検査（検査2回目）】 　平成26・27年度実施対象市町村

甲状腺検査先行検査と本格検査（検査2回目）の実施結果について

平成29年6月30日現在
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３．細胞診受診者の割合「検討委員会資料表5関係」
（「先行検査結果概要（平成28年度追補版）」表３・「本格検査（検査2回目）結果概要＜確定版＞」表５関係）

○二次検査の結果Ａ1・Ａ2相当以外の方のうち、細胞診受診者の割合（二次検査時の年齢階級別）

【先行検査】   平成23・24・25年度実施対象市町村

【本格検査（検査2回目）】 　平成26・27年度実施対象市町村

(参考）　二次検査の結果Ａ1・Ａ2相当以外の方のうち、細胞診受診者の割合

㉓ ㉔ ㉕ 合計 ㉖ ㉗ 合計
64.3 44.3 29.8 39.7 19.3 9.3 15.0

４．年齢階級別細胞診結果（検査時平均年齢と平均腫瘍径の（　）内は範囲を示す）
（「先行検査結果概要（平成28年度追補版）」表４ ・ 「本格検査（検査2回目）結果概要＜確定版＞」表６関係）

先行検査 本格検査（検査２回目）
実施対象市町村

細胞診受診者の割合

平成29年6月30日現在

平成29年3月31日現在

平成29年6月30日現在
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先行検査（平成29年3月31日現在）（表4） ～14歳 15～19歳 20歳～ 全年齢

・悪性ないし悪性疑い 17人 72人 27人 116人

・男性：女性 5人：12人 27人：45人 7人：20人 39人：77人

・平均年齢（検査時） 12.5±1.6歳（8-14歳） 17.3±1.5歳（15-19歳） 20.4±0.6歳（20-22歳） 17.3±2.7歳（8-22歳）

・平均年齢（震災当時） 10.4±1.8歳（6-13歳） 14.9±1.7歳（11-18歳） 17.5±0.6歳（16-18歳） 14.9±2.6歳（6-18歳）

・平均腫瘍径 15.3±6.3㎜（6.0-30.3㎜） 13.3±7.4㎜（5.1-40.5㎜） 14.9±9.7㎜（5.3-45.0㎜） 13.9±7.8㎜（5.1-45.0㎜）

本格検査<検査2回目>（平成29年6月30日現在）（表6） ～14歳 15～19歳 20歳～ 全年齢

・悪性ないし悪性疑い 15人 38人 18人 71人

・男性：女性 9人：6人 13人：25人 10人：8人 32人：39人

・平均年齢（検査時） 12.1±1.4歳（9-14歳） 17.0±1.4歳（15-19歳） 20.8±1.0歳（20-23歳） 16.9±3.2歳（9-23歳）

・平均年齢（震災当時） 8.1±1.5歳（5-10歳） 12.6±1.6歳（10-15歳） 16.6±1.1歳（15-18歳） 12.6±3.2歳（5-18歳）

・平均腫瘍径 14.4±8.6㎜（7.0-35.6㎜） 10.8±4.7㎜（5.3-23.6㎜） 9.1±2.8㎜（5.7-14.6㎜） 11.1±5.6㎜（5.3-35.6㎜）

2



疫
学

研
究

の
質

の
評

価


疫

学
研

究
の

質
は

、
研

究
計

画
（

研
究

デ
ザ

イ
ン

+
実

施
計

画
）

と
実

施
状

況
で

決
定

さ
れ

る


質
の

高
い

研
究

と
は

、
C

ha
nc

e,
 B

ia
s,

 C
on

fo
un

di
ng

が
制

御
で

き
て

い
る

研
究研

究
デ

ザ
イ

ン
の

種
類


実

験
的

研
究

(E
xp

er
im

en
ta

l s
tu

dy
)


ラ

ン
ダ

ム
割

り
付

け
比

較
介

入
試

験
(R

an
do

m
iz

ed
 C

on
tro

lle
d 

Tr
ia

l)


非
ラ

ン
ダ

ム
割

付
け

比
較

介
入

試
験


観

察
的

研
究

(O
bs

er
va

tio
na

l s
tu

dy
)


コ

ホ
ー

ト
研

究


ケ
ー

ス
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
研

究


横
断

研
究

(C
ro

ss
-s

ec
tio

na
l s

tu
dy

)


地
域

相
関

研
究

(E
co

lo
gi

ca
l s

tu
dy

)


記
述

疫
学

9

地
域
相
関
研
究

(E
co

log
ica

l S
tud

y)


分

析
の

対
象

を
個

人
単

位
で

は
な

く
、

地
域

ま
た

は
集

団
を

単
位

（
国

、
県

、
市

町
村

）
と

し
て

、
異

な
る

地
域

や
国

の
間

で
の

要
因

と
疾

病
と

の
関

連
の

有
無

を
検

討
す

る
方

法


費

用
と

時
間

が
か

か
ら

な
い


Ec

olo
gic

al 
fal

lac
y (

錯
誤

)

10

S
zk

lo
 M

. E
pi

de
m

io
lo

gy
 –

be
yo

nd
 th

e 
ba

si
cs

-
20

14

集
団

レ
ベ

ル
の

関
連

が
個

人
レ

ベ
ル

の
関

連
と

は
異

な
る

場
合

が
あ

る
①


A
で

は
、

そ
れ

ぞ
れ

の
国

の
中

で
の

食
塩

摂
取

量
と

血
圧

と
の

関
連

は
な

し


B
で

は
、

国
の

間
の

平
均

食
塩

摂
取

量
と

血
圧

と
の

関
連

あ
り


集

団
内

で
の

食
塩

摂
取

量
の

ば
ら

つ
き

が
関

連
を

検
出

す
る

ほ
ど

大
き

く
な

い


地
域

相
関

研
究

は
、

曝
露

の
ば

ら
つ

き
を

大
き

く
取

れ
る

可
能

性
が

あ
る

11

肺
が

ん
リ

ス
ク

室
内

ラ
ド

ン
濃

度

都
市

部

農
村

部

集
団

レ
ベ

ル
の

関
連

が
個

人
レ

ベ
ル

の
関

連
と

は
異

な
る

場
合

が
あ

る
②

喫
煙

率


都

市
部

・
農

村
部

そ
れ

ぞ
れ

の
内

部
で

は
室

内
ラ

ド
ン

と
肺

が
ん

リ
ス

ク
が

正
の

相
関


都

市
部

・
農

村
部

の
間

で
は

、
室

内
ラ

ド
ン

と
肺

が
ん

リ
ス

ク
が

負
の

相
関


喫

煙
を

調
整

す
れ

ば
、

室
内

ラ
ド

ン
と

肺
が

ん
リ

ス
ク

が
正

の
相

関


た
だ

し
、

個
人

レ
ベ

ル
で

の
交

絡
と

集
団

レ
ベ

ル
で

の
交

絡
は

性
質

が
異

な
る

の
で

、
集

団
レ

ベ
ル

の
調

整
で

個
人

レ
ベ

ル
の

調
整

が
で

き
た

と
は

言
え

な
い

こ
と

に
注

意
12

3

368600
テキストボックス

368600
線

368600
タイプライターテキスト
第９回甲状腺検査評価部会（平成30年１月26日）

368600
タイプライターテキスト
資料7抜粋


	空白ページ
	資料
	空白ページ

	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ
	空白ページ



